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主 論 文 題 名： 
  
システム理論に基づく安全解析手法（STAMP/STPA）の要件定義工程への適用評価 
 
 
（内容の要旨） 
 
近年のシステム開発は大規模／複雑化の一途を辿っており，多様なシステム構成要素が複雑に
関係している．その状況下においても，従来の安全解析手法が使用され続け，システムに深刻な
事故や損失を引き起こしている．そのため，システムの構成要素間の相互作用に着目した，新し
い安全解析手法となるSTAMP/STPAが注目されている．しかし，特に日本では，まだ広く使用
されるに至っていない．近年の深刻な事故や損失は，要件定義工程起因のものが増加している．
このような状況を踏まえて，本論文では，要件定義工程でのSTAMP/STPAの適用に着目し，開
発早期でのより安全性の高いシステム開発を目指して，STAMP/STPAの現場適用に効果的な，
要件定義書へ追記する記載項目及びその記載ルールを示した．また，要件定義工程において，
STAMP/STPAを適用することにより得られた，損失シナリオから導出したコンポーネント安全
要求を開発へ直ちにフィードバックすることは重要である．そこで，STAMP/STPAでの解析対
象となるコントロールアクションに優先順位をつけて解析を実施する手法を示した．さらに，そ
れらの手法の適用プロセスも示した．システム全体を構成する各要素に対し，本論文で提案する
手法でSTAMP/STPAをシステムの要件定義工程へ適用し，優先順位の高いコントロールアクシ
ョンから順次，損失シナリオを識別し，安全解析を実施する．その結果として得られた，損失シ
ナリオから導出したコンポーネント安全要求を要件定義工程へ逐次的にフィードバックする．そ
れにより，システム開発における早期工程で，より安全性の高いシステム開発を目指すことがで
きる． 
近年の医療産業では，より最先端で効果的かつ安全な医療技術を医療従事者に供給できるよう
に急速に進歩している．しかしながらその進歩に伴い，医療技術，治療及び医療機器等はより複
雑となっている．アメリカのFood and Drug Administration（FDA）によると，治療において
深刻な被害を引き起こす不具合のあるものとしてリコールされている医療機器の数は，増加傾向
にあると報告されている．本論文では，より安全性の高いシステム開発が要求される医療装置と
して，放射線治療装置を本提案の適用対象とした．それにより，STAMP/STPAの現場適用への
課題の解決方法を提示することができた．また，本論文における提案内容の適用を通して，医療
機における安全性解析の従来手法として広く使用されているFailure Mode and Effect Analysis
（FMEA）との適用結果と比較する事で，STAMP/STPAでの適用結果では，よりシステムホリ
スティックな解析結果を得ることができた． 
 
